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次期一般廃棄物（ごみ）処理施設広域化検討の過程

〇令和4年3月25日

「雲南圏域における次

期可燃ごみ広域施設

整備基本構想」策定。

→1市2町による施設

整備が経済性、環境保

全性の観点から最も有

効であると結論づけた。

〇令和5年3月25日

「雲南圏域における次

期不燃ごみ広域施設

整備基本構想」を策

定し、先行した「可燃

ごみ広域施設整備構

想」と合わせ、「雲南

圏域一般廃棄物（ご

み）処理施設総合整

備構想」とした。

→可燃ごみのみなら

ず、不燃ごみ、最終処

分場についても、共

同整備していくこと

が有効と判断。
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令和5年4月1日

雲南市役所市民環

境生活部内に「新ご

み処理施設整備準

備室」を設置。

雲南市、奥出雲町、

飯南町から1名ずつ

の職員を派遣し用

地選定業務を開始。

既存施設

〇可燃ごみ処理施設 仁多KC S56.10稼働（焼却施設） 20t/8h

〇資源リサイクル施設 仁多CC H11 7t/日

〇仁多クリーンセンター最終処分場 H11 埋立容量61,800㎥

既存施設

〇可燃ごみ処理施設 雲南EC H11.4稼働（固形燃料化施設）

30t＋α/日 （雲南市、飯南町全域）

〇可燃ごみ処理施設 いいしCC H15.12稼働（中継施設）

8.4t/5h（雲南市吉田町、掛合町、飯南町全域）
いいしＣＣのごみについては、H15より出雲市の出雲ECへ

処理を委託していたが、R3.11.11に終了したため、雲南ECで処理して

いる。

〇資源リサイクル施設 雲南RP H15 12.5t/日

〇資源リサイクル施設 いいしCC H15 2.4t/5h

〇リサイクルプラザ最終処分場 H15 埋立容量28,500㎥

〇雲南市加茂廃棄物処分場 H2 埋立容量10,000㎥

〇いいしCC最終処分場 H16 埋立容量2,800㎥

加茂町外三町清掃組合(S41)可燃（大東町、加茂町、木次町、三刀屋町）

飯石郡町村事務組合

（S58)

可燃、不燃

（吉田村、掛合町 ）

不燃

（頓原町、赤来町）

⑤赤来町頓原町環境衛生

組合(S57)可燃

（頓原町、赤来町）

飯石郡町村事務組合

（H14)

可燃、不燃

（吉田村、掛合町

頓原町、赤来町）

雲南市・頓原町・赤来

町事務組合

(H16.11)

可燃、不燃

雲南市・飯南町事務

組合(H17.11)

可燃、不燃

仁多町横田町清掃組合(S45)

可燃、不燃

（仁多町、横田町）

→⑪Ｈ１７．３ 奥出雲町

平成31年4月22日

雲南市、飯南町、雲南

市・飯南町事務組合へ

「一般廃棄物（可燃ご

み）広域処理施設の調

査・検討」に係る事務

委託依頼。

現在稼働している可燃ごみ処理施設は20年程度が経過し、Ｈ

29年に年策定した「一般廃棄物処理基本計画書」において、

「H44（R14）以降は広域処理を検討しつつ、処理効率、運搬効

率等に優れた新たな施設整備を検討する。」こととした。

既存施設の老朽化が顕著

H28年に策定した「一般廃棄物処

理基本計画」において、広域化を含

め今後の方向性について検討。

令和2年4月1日

調査着手

「施設整備課」を設置。

可燃ごみ処理施設広

域化の有効性を検証。

２つの基本合意書を

締結し、一般廃棄物

（ごみ ）について広

域処理の具体的な検

討をする準備が整っ

た。

令和5年10月1日

次期一般廃棄物処理

施設用地の適性を図

ることを目的として、

「次期一般廃棄物処

理施設用地選定検討

委員会」を設置。

今後、委員会で意見

を伺い、最終的に行

政が適地を決定する。

掛合町外三町清掃組合

（S50)不燃

（吉田村、掛合町、頓原町、

赤来町）

掛合町吉田村清掃組合

（S３９)可燃

（吉田村、掛合町）

赤来町頓原町清掃組合

(S45)可燃

（頓原町、赤来町）

可燃、不燃、総合整備

の構想を策定し、3市

町での広域処理の有

効性を確認。

用地については、各市

町、雲南広域連合など

の関係機関で協議し

た結果、市町の責務と

して選定を行うことと

なった。

令和元年７月17日

雲南市・飯南町事務組

合より、「事務委託に

同意する。」として回

答。

可燃ごみ処理の広域化有効性の検証の後、不燃ごみ、

及び施設容量がひっ迫している最終処分場についても、

広域化の有効性を検証することとなった。

木次町(S４７、S59)、大東町（S60）、加茂町（H2)、三刀屋町（H2)不燃

加茂町外三町清掃組合(H16)可燃、不燃
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ケース別経費比較

〇「一般廃棄物（ごみ）処理施設総合整備構想」において、以下の３つのケースにより経費（施設整備費・維持管理＋収集運搬）の検討を行ったところ、以下のようになった。

圏域合計

雲南市

飯南町

 

奥出雲町

〇施設整備概要

(単位：億円）
合計

176.4
205.2
223.8

施設整備 維持管理 収集運搬 合計

収集運搬
105.8
131.6
155.1

41.0
38.6
30.7ケースC（3市町単独）

施設整備
29.6
35.0
38.0

維持管理
ケースA（3市町共同）

ケースA（3市町共同） 19.2 71.7 25.4 116.3
ケースB（雲南市、飯南町＋奥出雲町単独） 20.3 81.9 24.2 126.4

ケースB（雲南市、飯南町＋奥出雲町単独）

ケースB（雲南市、飯南町＋奥出雲町単独） 11.1 38.9 5.4 55.4

ケースC（3市町単独） 21.2 86.7 20.3 128.2

施設整備 維持管理 収集運搬 合計

施設整備 維持管理 収集運搬 合計

ケースA（3市町共同） 7.2 24.6 6.4 38.2

ケースC（3市町単独） 5.8 29.6 5.0 40.4

ケースA（3市町共同） 3.2 9.6 9.2 22.0
ケースB（雲南市、飯南町＋奥出雲町単独） 3.6 11.0 9.0 23.6

雲南市 飯南町 奥出雲町

ケースC（3市町単独） 11.1 38.9 5.4 55.4

３９ｔ/日

17ｔ/日

30,450㎥

〇可燃ごみ処理施設
〇リサイクル施設
〇最終処分場

ケースA（3市町共同）

26t/日

11t日

〇可燃ごみ処理施設
〇リサイクル施設
〇最終処分場

〇可燃ごみ処理施設
〇リサイクル施設
〇最終処分場

ケースC（3市町単独）

ケースB（雲南市、飯南町＋奥出雲町単独）

19,050㎥

4t/日 9t/日

2t日 4t/日

1,８00㎥ 9,600㎥

30t/日 9t/日

13t/日 4t/日

20,850㎥ 9,600㎥

圏域の人口

H17 H22 H27 R２ R5.７ 全期間中

大東町 14,124人 13,407人 12,524人 11,432人 11,268人 -2,856人

加茂町 6,538人 6,308人 5,939人 5,598人 5,652人 -886人

木次町 9,648人 9,049人 8,680人 8,174人 8,022人 -1,626人

三刀屋町 8,241人 7,757人 7,245人 6,746人 6,439人 -1,802人

吉田町 2,163人 2,048人 1,706人 1,511人 1,464人 -699人

掛合町 3,689人 3,348人 2,938人 2,546人 2,434人 -1,255人

合計 44,403人 41,917人 39,032人 36,007人 35,279人 -9,124人

仁多町 8,314人 7,657人 6,947人 6,335人 6,068人 -2,246人

横田町 7,498人 6,799人 6,116人 5,514人 5,380人 -2,118人

合計 15,812人 14,456人 13,063人 11,849人 11,448人 -4,364人

頓原町 2,713人 2,459人 2,265人 2,017人 1,978人 -735人

赤来町 3,266人 3,075人 2,766人 2,560人 2,485人 -781人

合計 5,979人 5,534人 5,031人 4,577人 4,463人 -1,516人

雲南圏域全体 66,194人 61,907人 57,126人 52,433人 51,190人 -15,004人

雲南市

奥出雲町

飯南町


